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萩原朔太郎・保田與重郎・古屋芳雄・辻潤・石川三四郎。 

5つの知性の航跡ひとつ一つが求め、交錯していく「日本」をめぐる思索。 

 

〈著者紹介〉、松村寛之（まつむら ひろゆき）：大阪公立大学非常勤講師、日本近代史専攻。 

 

～版元から～ 日本とは何か。かつて、この命題を身もだえしながら思索した人たちがいました。「日本的などというものは虚妄だ」と

いう言説に、詩人・萩原は、自分にとって「日本的なるもの」があることは、その「自我」の存在と同じほどに「確信できる事実」だ

と反論しました。この困難な命題は、一部のポストモダン的な思考や国民国家批判論のように「日本とは、国家イデオロギーが生み出

した幻想にすぎない」と切り捨てて済ませることはできないのです。萩原をふくめ、文学者・科学者・アナキストなど 5 人の知性が求

めた「日本的なるもの」というものを読みとき、思想史の新しい地平を拓いていきます。
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